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東亜同文書院大学記念センターにおける
所蔵図書・雑誌類の整理状況
[ I] 
現在までの整理状況
愛知大学東亜同文書院大学記念センター（以下、
記念センター）では、設立前の 1991 年 10月に東
亜同文書院（以下、同文書院または書院）卒業生
である山田順造氏の御遺族から多大な資史料類が
寄贈されて以来l、現在に至るまでそれらに関す
る多数の寄贈を受け入れてきた。そのうち書画・
書簡・写真類に関しては記念センター設立当初か
ら整理が進められ、目録の公表も行われてきた20
しかし、図書・雑誌類に関してはごく基本的な書
誌事項と寄贈者名の記録にとどまっており、資料
検索の面などからも整理状況の不十分さが指摘さ
れていた。そのような問題点に際して、記念セン
ターでは所蔵する図書・雑誌類の「データベース
イ乙」を目標に掲げ、それに向けての基礎的な作業
が2005年から行われている。
現在までのところは、データベース作成の第一
段階となる「所蔵情報の蓄積」に関する作業が、
パソコン等を用いて進められている。所蔵情報の
管理には愛知大学図書館と同様のシステム
「UNIPROVE/LS」が用いられ、そのデータは暫定
的に同図書館のサーバに保存されているが、将来
的には図書館システムから切り離され、独立した
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データベースとなる予定である。また、上記のシ
ステムで管理されたデータを目録カードとして出
力し、資料本体には整理用のバーコード（図書の
み）と配架場所を示すための請求ラベルを貼付す
るなど、物理的な整理についても平行して進めら
れている。これらの作業は現在も進行中であるが、
作業開始時（2005年 6 月）以前に寄贈されたも
のについては、 2007年 3 月末までに完了する見
込みである。
記念センター全体の蔵書数は、図書 10,249冊、
雑誌272種類に上る 30 これらのうち図書2,412冊、
雑誌48種類については、関連文献として愛知大
学記念館 1 階の第一展示室に配架されており閲覧
が可能である4a 室内の蔵書は内容や言語などに
よって 10のカテゴリーに分類されており、その
分類タイトルの一覧を示したものが第 1 表であ
第 1 表第一展示室における蔵書の分類
東亜同文会関係
2 霞山会関係
3 東亜同文書院関係
4 山田良政・純三郎関係
5 中国近現代史（和書）
6 中国近現代史（洋・中図書）
7 日本近現代史・日中関係史（和書）
8 日本近現代史・日中関係史（洋・中図書）
9 愛知大学関係
10 その他
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る。また、第一展示室に配架されていないものに
ついては、記念館内の別室にて保管されている。
[II] 
同文書院関係蔵書の概要
これまで述べたように、記念センターにおける
図書・雑誌類のデータベース化はまだ個々の所蔵
情報を入力している段階にあり、現時点において
詳細な目録等を公表することは残念ながら不可能
である。よって今回は、第一展示室配架蔵書の中
で大きな比重を占めている「同文書院関係」の蔵
書について、その概要をごく大まかにではあるが
述べていきたいと思う。
第 2 表は、記念センターにおける「同文書院関
係」蔵書の定義について、その最も基本的なもの
3 点を示したものである。ここではその定義別に
蔵書の概要を述べていくが、もちろんその中には
複数の定義に該当する蔵書も多数存在する。まず
①に該当する蔵書のうち、書院全体の通史に関す
るものとしては『東亜同文書院大学史』や前身の
日清貿易研究所を含めた『沿革史』などがある。
また、書院の実像を克明に記録したものである書
院生の卒業アルバムも、書院研究を進める上で貴
重な存在となっている。一方の人物関連では、『近
衛篤麿日記』『巨人荒尾精（復刻増補版）』『東亜
の先覚者山洲根津先生並夫人』など設立関係者
に関するもの、『真島次郎先生顕彰記念誌』『怒ら
ぬ人一朱牟田夏雄先生を偲ぶ』などの教員関係、
『東方君子尋賢林出賢次郎翁を偲ぶ草々』『大倉
邦彦伝』などの書院出身者関係に至るまで、書院
第2表 「東亜同文書院関係」蔵書の定義
①記述の内容が東亜同文書院および関連機関、または
それらの組織に関わりのある人物に関連するもの
②出監査が東亜同文書院および関連機関であるもの
③鍾蓋査が頁亜同文書院および関連機関、またはそれ
らの組織に関わりのある人物であるもの
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に関わった様々な人々について書カ亙れた文献が収
められている。その他には、書院の敷地内にあっ
た靖亜神社に関するものなどが見られる。
②に該当するものとしては、『大旅行誌』が代
表として挙げられる。書院の伝統行事であった「中
国調査旅行J の体験が紀行文形式でまとめられた
ものであり、記念センターには『一日一信』（第
7 期）から『大陸紀行』（第40期）まで、単行本
として刊行された全ての旅行誌が収蔵されてい
る＼それ以外には、『華語翠編』『標準支那語教本』
などの中国語テキストの類、前述の調査旅行の成
果に基づいて編纂された東亜同文会発行の『支那
省別全誌』、書院内の研究所として設立された支
那研究部発行の『現代支那講座』などがある60
また、『支那研究』『華語月刊』『江南学誌』など
の書院発行の雑誌も所蔵している。記念センター
が所蔵するこれらの「書院刊行物」の多くは、書
院の同窓会組織である沼友会からの寄贈によるも
のである。
③に該当する蔵書については、既に上記の①お
よび②の部分で登場したものも多いが、ここでは
それ以外の蔵書に焦点を当てる。記念センターの
所蔵する書院関係者の著作物は、大きく「教員の
著作物」と「書院出身者の著作物」の 2 つに大別
される。前者には、馬場鍬太郎『支那経済地理誌』
や宮下忠雄『支那銀行制度論』などが具体的なも
のとして挙げられる。後者については、著名人か
ら世間にはあまり名を知られていないような方ま
で、有名無名の分け隔でなく収蔵しているのが特
徴的であるロ渡辺長雄『中国資本主義と戦後経済』
や松野谷夫『遥かなる周恩来』など中国関連の著
書がやはり多くを占めているが、約5,000人にも
及ぶ書院卒業生の活躍の舞台は極めて多岐に渡る
ものであり、中には中国と直接関係ないようなも
のもある。また、記念センターには自費出版によ
る書院卒業生の自伝や詩集、記念文集なども寄贈
されており、もちろんそれらの中には書院生時代
に関する記述も多数見受けられる。
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今後の課題
最後に、図書・雑誌類のデータベース化を更に
進めていく上で対処すべき今後の課題をいくつか
挙げておく。前出の第 l 表からも分かるように、
記念センターでは同文書院や中国および日本の近
代史に関するものを主要な「関連文献」として扱
っているが、 10,000冊を超える蔵書の中にはそれ
らの分類に当てはまらないものも大量に存在す
る。現在は「全ての蔵書を遺漏なく把握する」と
いう段階にあるため、明らかに記念センターの趣
旨から外れるような蔵書についても同様の処理を
行っているが、 Web を介した所蔵情報の一般公
開などの将来的展望を見据えた場合には、公表す
べき蔵書の範囲などについて明確に定めておくこ
とが当然必要になってくるだろう。また、所蔵検
索の際に使用できる検索項目についても今一度検
討しておく必要がある。前述のように、所蔵情報
の管理には大学図書館と同様のシステムが用いら
れており、もちろんそこには件名などのキーワー
ドを入力する項目も設けられている 2 しかし、記
念センターが独自に作成した書誌についてはその
ようなキーワードを設定していないため、今のま
までは検索項目として十分に機能できない状態に
ある。書名や著者名などの基本的な書誌情報だけ
でも検索は可能だが、より迅速で確実な検索を求
めるにはやはりキーワードの設定は重要であると
思われる。今後の課題については他にも多数挙げ
られるが、繰り返し述べるように作業はまだ初期
の段階であるため、所蔵情報の入力を継続しデー
タベースの土台を完成させることが当面の最重要
課題であることは言うまでもない。
I 今泉潤太郎・藤田佳久「孫文、 Lll 田良政・純三郎関係資料について」（r愛知大学国際問題研究所紀要』第97号、
1992年、 413-513頁）よれ
2 例えば、武井義和「愛知大学東亜同文書院大学記念センタ一所蔵資料目録J （『同文書院記念報』第 14号、 2006年、
34-44頁）など。
3 2006年末までの処理分。また、図書の冊数には重複分や「図書敏いで処理した雑誌J も含む。
4 現在は記念館内改装のため、同 2 階の臨時書庫に仮置されているが、最終的には新たに設けられる資料室（仮称）
の方へ移管される予定。
5 『旅行記念誌』（第 8 期）および r楽此行』（第 10期）については、オリジナルではなく複写製本版を収蔵。
6 『支那省別全誌』（全 18巻）は現在記念センターの第四展示室に展示中であり、第一展示室の方には後年に刊行さ
れた r新修支那省5JU全誌』（ 1-8巻）が配架されている。
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